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認知症者の在宅生活を維持する非訪問型の生活評価・介入システムの標準化に関する研究 

PA-ADL チェックリストと O-MGT を併用した地域在住皮質下血管性認知症の一例 

 

研究分担者：田平 隆行 （鹿児島大学医歯学域医学系・教授） 

研究協力者：下木原 俊 （長崎大学生命科学域（保健学系）・助教） 

 

研究要旨：Photo Assessment（PA）は，専門職種が患者宅に出向くことなく日常生活活動

（ADL）や行動心理症状，住環境の評価・生活指導を行うことができるよう，介護者が撮影

した自宅写真に基づき評価と指導を行うものである（Ishimaru, et al., 2022）．昨年度は ADL

に特化した  PA-ADL チェックリストとビデオ会議システムを活用した Online 

Management（O-MGT）を併用して遠隔生活指導した事例を報告した（Shimokihara, et al., 

2024）．今年度も同様に，皮質下血管性認知症を有する在宅高齢者を対象に PA-ADL チェ

ックリストおよび O-MGT を併用した遠隔生活指導を実施した．主に排泄や衣服整理指導

を行っていたが，介入途中で介護者の体調不良にて中止となった．今回は，その経過を報告

する．  

 

Ａ．研究目的 

新型コロナウィルス感染症蔓延を機に

様々な診療分野で遠隔診療が進みつつある．

特に離島やへき地など過疎地域に住む高齢

者については，公共交通機関の乏しさや移

動時間の問題等により遠隔でのリハビリテ

ーションや生活指導は求められる診療の一

つである．共同研究機関である大阪大学精

神医学教室では，認知症者の在宅生活の維

持を目的に，日常生活活動（ADL）や住環

境の評価・生活指導を行うことができるよ

う，介護者に撮影を依頼した自宅写真に基

づ い て 評 価 と 指 導 を 行 う Photo 

Assessment(PA)を開発した（Ishimaru, et 

al., 2022）．さらに，患者宅と病院をビデオ

会議システムにて接続し，画面越しに多専

門 職 の 生 活 指 導 を 行 う Online 

Management(O-MGT)を開始した．昨年度

は ADL に特化した PA-ADL チェックリ

ストと O-MGT を併用して遠隔生活指導し，

手段的 ADL や行動心理症状（BPSD），介

護者の負担軽減に有用であったアルツハイ

マー型認知症を有する事例を報告した

（Shimokihara, et al., 2024）．今年度も同様

に，皮質下血管性認知症を有する高齢者を

対象に PA-ADL チェックリストおよび O-

MGT を併用した遠隔生活指導を実施して

いたが，介入途中で介護者の体調不良にて

中止となった．今回は，その経過を報告す

る．  

 

B. 研究方法 

B-1．対象者 

 80 歳代後半の女性．X-4 年アルツハイマ

ー型認知症の診断を受け，夫の他界を機に

施設に入所した．うつ病と弱視を有する長

女（主介護者）の意向により X-1 年長女と

暮らすようになり，デイサービスを 4 回/週

利用していた．X-1 か月，自力で起き上がれ

なくなり，救急搬送されたが，すぐに回復
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し，自宅へ戻る．尿失禁や認知症の精査を希

望し入院となる．入院時は，穏やかに過ごさ

れ，若干無関心傾向はあるも，おかしな発言

や尿失禁は目立たなかった．「家では娘や婿

に怒られてばかりだからここはいい」の発

言があり，家族との関係性に配慮が必要で

あった．精査の結果，皮質下血管性認知症と

診断された．初回評価時の Mini-Mental 

State Examination（MMSE）スコアは 22/30

点であり，Clinical Dementia Rating（CDR）

は 1，Neuropsychiatric Inventory（NPI）の

頻度×重症度は 26/120 点，負担度は 10/50

点であった．生活行為工程分析表（PADA-

D）によるADL評価では，基本的ADL59/90

点，手段的 ADL15/120 点の計 74/210 点で

あり、認知機能は比較的高いものの，ADL

遂行度は低得点であった．生活状況は，娘と

婿の 3 人暮らしであり，娘は在宅介護に意

欲的であった．近隣の孫（次女），遠方の孫

（長女）が時折介護の手伝いに来ている．食

事は娘や孫が用意しており，本人の家庭内

役割も特になく，通所介護を 2 回/週利用し

ていた．  

 

（倫理面への配慮） 

 対象者本人のインフォームド・アセント

ならびに家族の承諾を得ている． 

 

B-2．PA および PA-ADL チェックリストの

実施 

 退院時に本人，および主介護者同席のも

と，自宅写真や自宅内環境の撮影許可を得

たのち，撮影機器および撮影ガイドライン

を貸与し，自宅環境の撮影を依頼した．次の

外来日に，撮影された自宅写真に基づいて

生活状況に関する面接を実施した．面接で

得られた情報から，PA チェックリストを実

施し（図１），以下の 3 つの課題を挙げ，家

族と共有した． 

1. 居室や食堂，寝室に物が多く煩雑であ

る 

2. 娘は失禁による尿臭に嫌悪感を抱き，

本人に頻繁に注意している 

3. 服の管理ができていない．同じ服を着

る 

 

B-3．O-MGT の実施 

 PA-ADL チェックリストによる評価を行

った後，4 か月間の O-MGT 介入を計画し

た．研究分担者ならびに研究協力者は，家族

にタブレット型 PC（iPad）とデータ通信端

末を貸与し，約 2 週間に 1 度，1 回約 1 時

間の頻度にてビデオ会議システムを利用し

た O-MGT を実施した．表１および図 1 に

今回実施した O-MGT の概要を示す． 
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表 1．O-MGT の実施内容 

実施回数 実施内容 

1 回目 ① 生活状況の確認 

遠方の孫（主介護者の娘）が

短期間帰省中で，家事などを

手伝っていた． 

②生活課題の確認と指導 

１）居室や食堂，寝室に物が

多く煩雑である 

 主介護者もうつや弱視に

より，共有の居室に関しては

物を重ねて置く習慣がある． 

２）主介護者は失禁による尿

臭に嫌悪感を抱き，本人に頻

繁に注意している． 

寝室の隣にあるトイレに孫

が排泄処理の注意書きを貼

って失禁予防に努めている

が，本人は注視していない．

逆に指摘を嫌がっているた

め，直接的な指摘は避けるよ

う家族に助言． 

３）服の管理ができていない 

寝室や脱衣所の衣装ケース

にラベリングの助言をする．

自身で選ぶことを望んでい

る． 

2 回目 ① 前回の指導内容を確認 

 近隣の孫（主介護者の次

女）が来宅 

②確認事項に対して再度生

活マネジメント指導を行う 

２）リハパンツを履いている

が，尿漏れがあり，そのパン

ツをベッド下に隠している．

→羞恥心の理解を促し，ベッ

ド下に汚染パンツ廃棄用の

ごみ箱設置を指導 

3）脱衣所の衣装ケースへの

ラベリングは，貼っても注視

せず，同じ服を着ていた． 

③新たな課題に対する指導 

主介護者の娘から，主介護者

への介護状況に対する指摘

も強いため，家族の調和の必

要性を指導 

3 回目 ① 生活状況の確認 

易怒性や失禁に対し主介護

者の精神的負担感が大きく

なっている． 

②生活課題の確認と指導 

2）汚染パッド用ごみ箱には

入れず，別の場所に隠してい

る状況であった．尿臭に対し

ては，定期的な換気や換気付

きポータブルトイレがある

ことも助言 

4 回目 ① 生活状況の確認 

 主介護者の体調が不良で

ある．主介護者への定期的な

気分転換の機会を促す 

②生活課題の確認と指導 

2）換気も嫌がっている様子 

3）いつもと異なる服を衣装

ケース横に置いていたが，同

じものを探し着衣していた． 

 5 回目を前に主介護者の体調不良が悪化

し，本人も施設入所となる．O-MGT を使

用した遠隔生活指導は中止となった． 
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D. 結果と考察 

 今回の介入事例は，皮質下血管性認知症

であり，認知機能は比較的維持されている

が，更衣や排泄行為に問題を有していた．

PA-ADL チェックリストにて，手段的 ADL

は，主介護者である娘が中心に支援を行い

ながら，時々孫（主介護者の娘）が手伝って

おり，本人も自立意欲はなかったため，更衣

と排泄について遠隔指導をしていくことと

し，目標の合意をした．本人と年齢の近い娘

は弱視で白杖歩行であり，介護意欲はある

ものの，自身の体調の面で介護不安も抱い

ていた．時々帰宅する孫たちの協力もあり，

退院後 3 カ月は在宅生活を継続できていた．

更衣については，同じ服を着るため，衣装ケ

ースにラベリングなどの指導を行ったが，

本人のこだわりや不注視により，十分な改

善は得られなかった．排泄に関しては，失禁

に対する孫や娘の指摘に対し，嫌悪を感じ

ており，汚染されたパッド類を隠すなどの

行動が見られた．このような行動について，

研究分担者ならびに研究協力者から主介護

者ならびに孫に対して，羞恥心の表現であ

ることの理解を促し，過度な注意は逆効果

である旨を指導した．対策では，脱いだ汚染

リハパンツ用の蓋つきごみ箱や定期換気の

実施などの助言を行ったが，改善は認めな

かった．外来面接時にはあまり表現されな

かった家族との関係性の問題が在宅環境で

行った O-MGT 場面では顕著に表れていた．

本人の取り繕いに対し理解は示すが，それ

も含めた娘の介護負担が次第に増大した可

能性がある．生活指導が定着する前段階で

娘の体調不良となり，O-MGT による遠隔

生活指導は，やむなく中止となった．  

 今回の事例では，PA-ADL チェックリス

トにて在宅生活環境の可視化ができ，生活

指導の計画を介護者と共に立案できたこと

は有用であったと考える．O-MGT に関し

ても，在宅生活にて本人・介護者が抱えてい

る課題を具現化し，段階的な指導を行って

きたが，改善に至る前に中止となった．今回

の事例を通して，今後の O-MGT を通して

生活指導のみならず，家族支援の重要性を

改めて確認した． 

 

E. 結論 

 本年度は，皮質下血管性認知症を有する

地域在住高齢者に対し，PA-ADL チェック

リストおよび O-MGT を併用した遠隔生活

指導を実施した．PA-ADL チェックリスト

を活用することで，自宅環境や生活上の課

題を可視化し，介護者と共有しながら具体

的な生活支援の方針を立案することが可能

であった．また，O-MGT により，複数の支

援者がビデオ会議を通じて継続的に生活指

導を行うことで，対象者の在宅生活の維持

を図ったが，介護者の体調不良により介入

が中止となった．今回の経験から，PA-ADL

チェックリストや遠隔生活指導の有用性に

加え，在宅生活を支える上での家族・介護者

支援の重要性が改めて浮き彫りとなった．

遠隔生活指導を行う上では，生活環境や本

人の生活行為の課題のみならず，介護者の

心身状況や家族関係性にも十分配慮し，早

期から支援体制を整えることで，より安定

した在宅生活の継続に寄与すると考えられ

た． 
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図１．実施した PA-ADL チェックリストの一部 

Note. 対象者の家族・介護者が撮影した自宅内外の写真から，各 ADL の工程・動作に関わ

る環境因子を客観的にチェックする． 
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